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【はじめに】近赤外広帯域光源は、農業における分光分析や光干渉断層撮影装置(Optical Coherence 

Tomography: OCT)等の光源として用いられている[1, 2]。近赤外線は生体に対する透過率が比較的

高く、これらの応用に適している。分光分析では多波長の信号を処理するため、OCTでは深さ方

向の分解能がスペクトルの半値幅に反比例することから、いずれの応用においても広帯域光源が

望ましい。そこで我々は、近赤外広帯域蛍光体とLEDとを組み合わせた新しい近赤外広帯域光源

を提案している。前回、高出力青色LEDと厚さ 10mmのSm3+, Pr3+共添加Sb2O3-B2O3-Bi2O3系ガラ

スを一体化することで、760~1100 nm程度にわたる非常に広帯域の発光と最大光出力 0.8mWが得

られたことを報告した[3]。この光源を実用装置に搭載するためには、Sm3+, Pr3+共添加ガラス蛍光

体一体型LEDの更なる小型化と高出力化が求められる。 

【ガラス形成酸化物の選択】ガラス蛍光体の大きさを固定した場合、単位体積中の発光イオン数

が多い方が発光強度は高くなる。単位体積中の発光イオン数は、発光イオン濃度とガラス密度に

比例し、ガラス平均分子量に反比例する[4]。そこで、45Sb2O3-45‘‘ガラス形成酸化物”-10Bi2O3に

おいて、ガラス形成酸化物がB2O3 、GeO2 、P2O5 、SiO2 の場合の、同一希土類イオン濃度に

おける単位体積中の発光イオン数を比較した。その結果、GeO2をガラス形成酸化物とした際に、

単位体積中の希土類イオン数が最も多いことがわかった。しかし、単位体積中の希土類イオン数

を増加させると、平均希土類イオン間距離が短くなり、低濃度で濃度消光が生じる可能性がある。 

【実験】Sm3+単独添加ガラスについて、母体ガラス組成を 45Sb2O3-45B2O3-10Bi2O3 、

45Sb2O3-45GeO2-10Bi2O3 [mol%, 設計値]として、試料を溶融法で作製した。Sb2O3 、 H3BO3 、 

GeO2 、Bi2O3 、Sm2O3の各粉末を所定の組成になるように秤量した後、アルミナ坩堝を用いて

大気雰囲気下 1250 ℃で 10 分間溶融した。溶融液をステンレス板に滴下、プレスして試料を作

製し、発光特性を評価した。Sm2O3濃度は 0.25 から 1.25 [mol%]まで変化させた。 

【結果】ガラス形成酸化物をB2O3及びGeO2とした場合の、光出力とSm2O3濃度の関係を図 1 に示

す。同じSm2O3濃度 (例えば 0.75mol%) において、ガラス

形成酸化物がGeO2の場合、B2O3の場合よりも光出力が高

い。さらに、ガラス形成酸化物をGeO2とした方が、B2O3

の場合よりも高いSm2O3濃度で濃度消光が生じることが

わかる。これらの結果より、ガラス形成酸化物をB2O3から

GeO2に置き換えることで、ガラス蛍光体一体型LEDの小型

化と高出力化が可能であると考えられる。 
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Fig.1 Dependence of the output power 
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